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パネルデータを用いたアスピレーション変化メカニズムの検討 
――成長曲線モデルによる分析試案―― 
A Study of the Mechanism of the Students' Aspiration 
Change through Panel Data: 





This paper attempts to clarify the actual situation of aspiration by analyzing the panel 
data of a follow-up survey on elementary, junior high school and high school students. 
Previous studies among education and social class has accumulated by analyzing the cross 
section data. Thus we cannot have grasped the changing of student’s aspiration. In this 
study, I analyzed with growth curve model, and the analysis provides the following points: 
1) The intercepts of students’ aspiration is determined by mother’s education and sex. 2) 
The slope of students’ aspiration is determined by father’s education. 3) Students’ school 
record (self-evaluation) encourages his/her aspiration. However father’s education is a 
stronger factor than students’ school record. 
 














望進路が制限されることが知られている（Boudon 1973＝1983; Breen and Goldthope 1997; 
































追跡的研究（Japan Education Longitudinal Study：JELS）」（代表：耳塚寛明）のデータを用
いる。データは、以下のような手続きで収集されたものの一部である。 
調査地域は、人口約 9 万人の東北地方 C 市である。調査の実施に際して、調査対象の県
および市の教育委員会に協力を依頼し、C 市の中学校、高校に在籍する生徒に対して悉皆
調査を行った。 
本稿で用いるデータの原点調査は、2007 年に小学 6 年生への質問紙調査を実施した。そ
してその 3 年後（2010 年）に中学 3 年生に対して追跡調査を行い、さらにその 3 年後（2013
年）に当該地域にある 6 つの高校の 3 年生に質問紙調査を実施した。なお、調査の時期は
各年度の 11 月頃である。 
調査の方法は、生徒に対する調査は学校での集合自記式（記名式）で回答してもらい、
調査校で担当した教員が配布・回収し、調査の主体が委託する調査会社へ郵送してもらっ
た。つまり、同一のコーホートに対して教育委員会と学校を通じて、6 年間で 3 度の記名
式の調査を行い、委託する調査会社で児童生徒調査票をマッチさせてデータを構築してい
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るということである。 
2007 年の小学 6 年生への調査票の回収数は 996 人（回収率は 90.7%）であり、3 時点で






































Mean S.D. Min. Max.
レベル1
大学進学希望（小6） 0.37 0.48 0.00 1.00
大学進学希望（中3） 0.50 0.50 0.00 1.00
大学進学希望（高3） 0.53 0.50 0.00 1.00
小6時成績 3.19 0.87 1.00 5.00
　小6時成績（センタリング） 0.00 0.87 -2.19 1.81
中3時成績 3.33 1.10 1.00 5.00
　中3時成績（センタリング） 0.00 1.10 -2.33 1.67
高3時成績 3.00 1.30 1.00 5.00
　高3時成績（センタリング） 0.00 1.30 -2.02 2.02
レベル2
男子ダミー 0.44 0.50 0.00 1.00
父大卒ダミー 0.25 0.43 0.00 1.00
父学歴不明ダミー 0.15 0.36 0.00 1.00
母大卒ダミー 0.12 0.33 0.00 1.00
母学歴不明ダミー 0.11 0.32 0.00 1.00
(JELS)
































ダミーが 5%水準でプラスに、高 3 時成績が 10%水準でマイナスに有意である。続いて、
加熱型については、父大卒ダミーが 1%水準で有意であることに加え、小 6 時成績（p<.05）
と中 3 時成績（p.<.001）が有意である。最後に、一貫大学進学希望型は、父大卒ダミー
（p.<.001）、母大卒ダミー（p<.05）、小 6 時成績（p<.05）と中 3 時成績（p.<.001）が全て




貫大学進学希望型の結果は、小 6 時成績と中 3 時成績も頑健である。とりわけ、中 3 時成
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績については、SSM 調査（社会階層と社会移動全国調査 The national survey of Social 
Stratification and social Mobility）の調査票に質問項目が準備されており、その後に参入する
高校ランク（トラック）を通じた教育達成・職業達成に影響することが知られているよう
に（苅谷 2008 など）、ここでの分析でも重要な変数となっている。 
 
表 2．希望進路の 3 時点での変化 
小6 中3 高3
中学校 0.4 0.7 ―
高校 32.4 22.0 29.7
専門学校・各種学校 22.6 22.4 13.3
短期大学 5.1 4.0 2.4
大学 35.9 47.0 46.3
大学院 1.1 3.3 7.1
その他 0.9 0.2 0.9
無回答 1.6 0.4 0.2
合計 100.0 100.0 100.0






小6 中3 高3 ％
一貫大学非進学希望型 × × × 32.8
× ○ × 3.8
○ × × 7.3
○ ○ × 2.7
○ × ○ 2.9
× × ○ 6.7
× ○ ○ 19.7























モデル適合情報 -2 対数尤度 自由度
828.963 229.849 *** 24
疑似 R2 乗 Cox & Snell Nagelkerke McFadden
0.399 0.429 0.190
注1) +p<.10 *p<.05 **p<.01 ***p<.001 (JELS)
注2)参照カテゴリは 一貫大学非進学希望型
カイ  2 乗
オッズ比 オッズ比 オッズ比
男子ダミー 0.138 1.148 -0.281 0.755 0.306 1.358
父大卒ダミー 1.321 * 3.748 1.567 ** 4.794 1.942 *** 6.973
父学歴不明ダミー -0.290 0.748 -0.198 0.821 0.502 1.653
母大卒ダミー 0.535 1.708 0.884 2.420 1.568 * 4.798
母学歴不明ダミー -0.154 0.858 0.202 1.223 -0.040 0.961
小6時成績 0.294 1.342 0.425 * 1.530 0.537 * 1.710
中3時成績 0.255 1.290 1.203 *** 3.331 1.545 *** 4.688
高3時成績 -0.244 + 0.784 -0.174 0.841 -0.220 + 0.802

















 2011: 1-2  







    Prob(ASPti=1|πi) = ϕti 
    log[ϕti/(1 - ϕti)] = ηti 
    ηti = π0i + π1i*(TIMEti) + π2i*(CENT_Gti) 
 
Level-2 Model 
    π0i = β00 + β01*(GENDERi) + β02*(FEDUi) + β03*(FEDUMi) + β04*(MEDUi)  
         + β05*(MEDUMi) + r0i 
    π1i = β10 + β11*(GENDERi) + β12*(FEDUi) + β13*(FEDUMi) + β14*(MEDUi)  
         + β15*(MEDUMi)  




Level-1 variance = 1/[ϕti(1-ϕti)] 
Mixed Model 
    ηti = β00 + β01*GENDERi + β02*FEDUi + β03*FEDUMi  
    + β04*MEDUi + β05*MEDUMi  
    + β10*TIMEti + β11*GENDERi*TIMEti + β12*FEDUi*TIMEti + β13*FEDUMi*TIMEti  
    + β14*MEDUi*TIMEti + β15*MEDUMi*TIMEti  
    + β20*CENT_Gti  











Population-average model with robust standard errors  
1
-1.303 0.218 0.272 0.000 ***
0.538 0.278 1.713 0.054 +
0.250 0.386 1.285 0.517
0.097 0.411 1.102 0.813
0.996 0.507 2.708 0.050 *
-0.272 0.518 0.762 0.600
0.338 0.098 1.401 0.000 ***
-0.072 0.130 0.931 0.582
0.472 0.196 1.603 0.016 *
0.004 0.189 1.004 0.982
-0.147 0.263 0.863 0.577
-0.056 0.247 0.946 0.822
0.331 0.050 1.392 0.000 ***
u0 787.119 1.190 1.416 0.000 ***
d.f.=445
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図 1．大学進学希望の変化に対する成長曲線モデルの推定値グラフ 
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図 1-a では、父学歴によって大学進学希望の傾きが異なることがわかる。また図 1-b を見
ると、大学進学希望の切片では差があり、わずかながら学年の上昇とともに傾きが狭まっ














































































(1) 東北 C エリアのサンプルの脱落の傾向については、中西・耳塚（2013）に詳しいので、そちら
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を参照されたい。 
(2) 分析の過程で学歴不明が統計的に有意であっても解釈は与えないこととする。 
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